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 要  旨 
無線通信機器に用いられる高周波回路においては、アイソレーションや低ノイズ特性を実現す
るために、平衡信号が用いられることが多い。このような構成では、平衡信号と不平衡信号を相
互に変換するために、バランが用いられる。特に RF フロントエンドの構成においては、バラン
とフィルタは併せて用いられることが多く、フィルタにバラン機能を持たせたバランスフィルタ
に関する検討が数多く報告されている 
一方で無線通信の発達に伴い、IEEE802.11a,g,b といった既存の通信方式だけでなく、
IEEE802.11n や UWB、WiMAX といった新しい通信方式が注目されている。通信機器において
は、このような新しい通信方式を含め、複数の通信方式に対応したものが多く、そのため信号を
分離するために分波回路が用いられる。こうした背景から、現在分波回路に関しての研究が盛ん
に行われており、現在では LTCC(低温同時焼成セラミック)基板上に SAW(弾性表面波)フィルタ
や FBAR(圧電薄膜共振器)フィルタを実装することで、バラン機能を有する 
ダイプレクサを構成したもの等が報告されている。しかしながら、LTCC 基板のみで構成した有
極型バランスフィルタを組み合わせた分波回路について検討されている例は、筆者の知る限り少
ない。 
そこで本論文では、異なる周波数帯への適用が可能な有極型バランスフィルタの回路構成を提
案し、実現される通過帯域や減衰極の周波数について検討を行った。これらの検討を基に、異な
る 3 つ周波数帯域(2.6GHz 帯、3.6GHz 帯及び 5.4GHz 帯)を想定したバランスフィルタの構造を
提案し、それぞれ検討を行った。さらにそれら 3 つの構造を組み合わせることでバラン機能を有
するダイプレクサ及びトリプレクサを基板厚 0.45mm の LTCC 基板内に実現した。 
これらの結果より、提案した有極型バランスフィルタが、2.6GHz 帯、3.6GHz 帯及び 5.4GHz
帯に適用可能であること、及び、各バランスフィルタの伝送特性において通過帯域の両側に減衰
極を配置できることを電磁界シミュレータを用いてそれぞれ確認した。さらに、これら 3 つの有
極型バランスフィルタを組み合わせたダイプレクサ及びトリプレクサにおいて、バラン機能及び
分波回路としての特性が同時に得られることを併せて確認した。 
 
